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を指します

レジュメ４
政治学とは

・政治学…単一のパラダイムをもたない、人によってとらえ方は千差万別
・政治学と現代政治の乖離が大きい（⇔法学、経済学、経営学）

　　→政治学を学んだからといって政治家になるわけではない

　　→役に立たない？

　　→古代ギリシア以来の知的伝統・遺産は価値がある

　　→直接的な利益はないが、政治を見る「目」を養うことが大事

　　→長期的には有益

㊟政治学にも実用価値のあるものがある

　・アメリカ…国際政治、行政組織の管理において政治学者が活躍
　・日本…政治制度改革（中選挙区制から小選挙区比例代表並立制への移行）


　啓蒙活動（新聞など）

政治学の方法論
　・政治学  political science…客観的な実証科学、客観的に政治現象に理論を当てはめ

分析する

　　　　  　political theory …政治思想的側面を研究（ロック、ルソーなど）

          　political study　…政治を広く研究

　　　　　→政治学が多様な意味合いをもつ

→政治学が単一のパラダイムparadigmを持たないことの裏返し

　　　　　　　　　↳規範的な理論体系

政治学と経済学

　・経済学…パラダイム有り　マルクス経済学

　　　　　　　　　　　　　　近代経済学（新古典派経済学）

　　　　　　一つの学問分野disciplineとしてのまとまりが強い

　

・政治学…経済学と対照的、多様性がある（政治思想史、政治史、現代政治学）

　　　　　　現代の政治学は個々の分野に共通するパラダイムが存在しない

かつての政治学

　・日本では体系性あり…やるべき勉強・順序が決まっていた

　　　例）政治思想史…理論（ロック、ルソーなど）
　　　　　　　↓

　　　　　　政治史…現実に理論はどうなっていたか

　　　　　　　↓

　　　　　政治学原論…権力とは何かなどといった基本的理論

　・憲法学と密接な関係があった←政治学科が法学部にある理由

政治学の変化

　・行動論behavioralismの手法の導入

　　　　1950年代、アメリカで始まる。自然科学の手法を用い、実際の人間の行動を観察し分析（それまでは制度に注目、立法府と行政府の関係など）

→60～70年代に日本へ

　・心理学を取り入れる

　・官僚制の研究に社会学、経営学の組織論を取り入れる

　・経済学的数理論を取り入れる（70年代以降）

　　　　ゲームの理論など

　→様々な分野が入りこみ、政治学が豊かに

　　その反面、　政治学の教育の分野が別々になる

　　　　　　　　政治学ないでも他の分野のことが分からなくなる

　　　　　　　　政治学の共有観念が乏しくなる
（変化を踏まえ）政治学とは

　・政治という現象を様々な方法で分析すること

　・固有のパラダイムがない→政治学は軽視されることがある

　　しかし、　物事の対立を完全に説明できる理論はない

　　　　　　　事実はいかなる理論を採用するかで変化する

　　　　　　　多面的なアプローチがあるのは政治学の利点の一つ

　　→政治学は他の分野に解消されるわけではなく、政治学独自のもの、政治学固有の領域がある

　　→政治の特質を認識すること、公共性の問題など

　レジュメ５　１．政治

(1)政治の定義

一般的な定義

　・政府・政治化に関する活動←同義反復（トートロジーtautology）的

政治の内容

　・政策としての政治…社会における問題を解決

　・統治としての政治…社会の秩序を作り出す

　・闘争としての政治…人々が権力を求めて争う

これまでの政治の定義

①利益中心の見方
・「それぞれの利益の最大化を目指して、公的意思決定過程に影響力を行使しようとする個人や集団の競争的活動」

→各個人、集団が利益の最大化を図る

　 政治家は選挙の当選を目指し、利益集団は自らの利益を増すことを目指す

　　　→多元主義的pluralismな見方…利益集団の活動に着目して政治を見る
②権力中心の見方

・「権力の形成と配分」（ラズウェル）

・「コントロール、影響、権威を多くの程度において含む人間関係の持続的パターン」（ダール）

　レジュメ６

③価値の権威的配分としての見方

・「ある社会に対する『価値の権威的配分』」（イーストン）

・権威的…社会の大部分の人々に拘束的なものとして受け入れられる決定

　　　　　→文句があっても従う

・価値…典型的には金銭的価値

④公共性に着目する見方

・①～③は政治をどこにでもあるとする見方↔一般に政治学が扱うのは政府の政治

→政府の政治とその他の政治を分かつものは？

→「公共性」の有無

　　　・「公共の利益を実現する活動」（クリック）

政治権力（公的権力）にはすべての人が従わなければならない

　　　　　　　政治権力は公共の利益を実現することを目指す
　　　・政治politicsの語源はポリスpolis…公共の事柄にかかわること
　　　　　→政治は公共性と密接に関係している

ここでの政治の定義

　・「公的権力によって、多元的な利益・価値を調整・統合し、公共の利益を実現する活動」

　・政治と公共性は切り離せない

・なぜ利益・価値の調整・統合か

　　　・利益…物質的、個人的→受け身的、多元主義的

　　　・価値…精神的価値、道徳的価値など利益よりも広い意味がある

　・政治には主観的には利益・価値に思えないことも利益・価値だと認識させる必要がある

　　→政治は利益・価値を創造していく必要がある

規範的概念としての政治学

　・政治学は政治の現実をありのままに叙述したもの（叙述的概念）ではなく、あるべき姿を叙述したものである（規範的概念）

　・ただし、現実を見るべきという批判にさらされることも

規範的概念を述べる意味

　・そもそも、現実を正確に叙述した概念はなく、すべての概念には一定の価値観value・視座perspectiveが入り込んでいる

　　→ある概念を作ることは、ある価値観・視座に基づいて現実を切り取ること

　　→規範的な営みであるといえる

　　　例）政治の現実は権力的であるという場合も、それは権力的な見方によるものであるといえる

　・新たな定義を取ることで、現実の新たな側面を認識できる
　・新たな概念は、現実の新たな側面を見、批判し、改革する←このことが重要

 ・いわゆる現実主義もある種の価値判断がある。重要なことは、不断に世界を再解釈すること

レジュメ７　１．政治

（２）政治と行政（佐々木p212~221）
主体に着目した見方＝形式的

・政治…政治家による活動

・行政…官僚、行政機関による活動

機能に着目した見方＝実態的

・政治…諸利益・諸価値の調整統合を行う
　　　　→政策の立案・決定を行う

・行政…調整統合の結果を実現する

　　　　→政策の施行を行う

政治と行政の関係を考える意味

・政官関係…政党と官僚のどちらの影響力が上か

　　・官僚優位論…戦前からのながれ

　　・日本型多元主義…官僚だけでなく政党にも影響力あり（族議員など）
・族議員…一定の分野で有力な議員、政策決定に影響力をもつ

　　　　　→官僚に対する大きな力？

　　　　　→官僚が作った政策の修正を行う、主導権は官僚

　　　　　族議員の活動は行政的（官僚制の枠組みの中）＝行政的政治家
・政治だけで諸利益・諸価値の調整・統合を細部まで行うことはできない

　　→行政が施行の裁量権をもち、諸価値・諸利益を調整・統合する

　　→官僚が幅広い利益・価値を統合する余地が生まれる

　　＝政治的官僚

・政治・行政の機能に注目することで、行政的政治家・政治的官僚が見えてくる

レジュメ８　２．政治システム論（佐々木p71~82、阿部p159~161）
（１）政治システム論（David Easton）

システムとは

・システム＝相互に関連をもった諸要素によって成り立つもの

政治システム

　・政治システム＝・「政治的と呼ばれうる具体的な社会活動の統合的に関連付けられた諸側面を確認するために設計された分析的用具」

→政治を科学的に分析できる…行動論の代表的なもの

・入力を出力に変換する

　・図はレジュメを参照してください

　・環境　　社会内環境…社会、文化システム、パーソナリティーなど

　　　　　　社会外環境…国際政治など

政治システムの三階層

　１．決定者authority…価値の権威的配分を行う当事者、政府など

　２．体制regime…要求がおこなわれる方式や決定を行う方式を定めたルール、

憲法など
  ３．政治的共同体political community…同じルールを共有する人間の集団

　・１、２の変化→政治システムの変化

　・３の崩壊→政治システムの崩壊

入力：外の環境から政治システムに与えられるもの
　・要求　

・問題の解決・処理を求めるもの

・政治システムへの圧力stress

・要求が多すぎると過負担over loadに

→政治システムに対する支持がなくなるという間接的なストレスに

→要求をふるいにかける必要

→gatekeeperの役割、要求を整理・変形し、ストレスを弱める

例）政党、利益集団、マスメディアなど

　・支持

　　・政治システムに対する賛成的・協力的態度

　　　　・一般的支持diffuse support

  　　　・システムが共有する規範への支持　

例）日本国政府に対する支持、憲法に対する支持

　　　　・システムのここの出力に関係なく、国民が忠誠、愛着をもつこと、政治システムの三層すべてに対する支持

　　　　・特定支持specific support…個々の出力（具体的政策）に対する支持

　　・システムの維持には一般的支持を強化する必要

　　　→そのためには、国民の政治的社会化が必要

　　　・政治的社会化…社会で共有されている価値観・態度を取得すること

　　　　　　　　　　　→教育によってシステムに正当性を感じるようにさせる
出力

　・具体的には政策→諸価値の権威的配分を行う

フィードバック

　・システムが出力のもたらした結果を認識する過程

　　　１．システムそれ自体、環境に対する情報

　　　２．構成員の支持と要求についての情報

　　　３．出力の効果に対する情報

　・出力によってシステムに対する入力が変化する

　・フィードバックの感度、速度がシステムの維持に重要

批判

　・政治システムの存在が問題→現状肯定の保守的理論へ

　・政治システムと環境に話題が集中→政治システム内部の話題が軽視される

↳体制変化など

レジュメ９（阿部p164~166）

（２）サイバネティクス論（ドイッチェ）

サイバネティクスとは
　・＝組織におけるコミュニケーションとコントロールの科学

　・あらゆる組織はコミュニケーションによって統合される

…（＊）

・組織は自己統御する

ドイッチェによる政治への応用

　・政治は権力というより操縦steeringの問題

　　→コミュニケーションの重視、（＊）が重要

　・組織＝政府ととらえる

　・フィードバックを重視

ドイッチェのフィードバック

　・政治システムはフィードバックによって学習を行う→自己統御を行う

　・正のフィードバックと負のフィードバックの2種類
正のフィードバック

　・フィードバックされた情報が最初の行動を増幅

　　例）貧富の差が激しい国でデモが発生→強圧的に抑制→不満が高まる→さらに抑圧

…病理的、負のフィードバックによる制御機能を不全に

負のフィードバック

　・フィードバックされた情報が目標達成のためにシステムの行動を変更、修正する
　・目的追求フィードバックと、目的変更フィードバックの２種

目的追求フィードバック

　・目標を固定し手段を変更する
　・単調な教育

目的変更フィードバック

　・目標そのものを変更する

　・システム内を再調査する→葛藤が生じる→システムの自己変革
→政治システムの成長…複雑な教育
例

　・目標：経済成長年５％→金融政策をとる→失敗

　　　　　　→　別の政策をとる…目的追求フィードバック

　　　　　　　　目標を３％にする…目的変更フィードバック

批判

　・政府に注目→エリート主義、テクノクラシー主義

　・権力などが軽んじられる

レジュメ１０

　（３）構造機能分析（アーモンド）（阿部p161~164）
政治システムの共通点

　・あらゆる政治システムにおいて同一の機能が追及される
　・政治構造をもち、その構造は発展により分化していく

　　例）王がすべての権力をもつ→立法権は議会、行政権は内閣…

　・政治構造は多機能…いかなる構造も複数の機能をはたす、ただし、発展によって限定化される
　・構造分化が最も進んでいるのは西欧諸国
　　→西欧諸国の政治的集団の機能を明らかにすることで、あらゆるシステムに共通な機能を抽出できる

西欧諸国の政治システムの基本的構造

　１．選挙民とコミュニケーション・メディア

　２．圧力団体（利益集団）

　３．政党

　４．議会

　５．政府と官僚制

　６．裁判所

基本的構造が持つ機能

　・入力機能　　政治的社会化と（政治家・有権者の）補充　　　―システム全体が担う
国民の意見を政府に伝える（政治的コミュニケーション）　―１が対応
特定の政策を要求する（利益表出）　　　　　　　　　　　―２が対応

表出された利益を集約する（利益集約）　　　　　　　　　―３が対応

　・出力機能　　立法（ルールの作成）                              　  ―４が対応

法の施行（ルールの適用）                              ―５が対応

法の運用の正否を判断（ルールの裁定）                  ―６が対応

レジュメ１１
（３）政治文化論（アーモンド、ヴェーバ）（阿部p166~168）
政治文化

　・＝政治対象に対する指向のパターン

指向の３つの次元

　・認知的指向…政治目的や政治信念に関する知識

　・感情的指向…政治目的に関する好悪の念

　・評価的指向…政治目的と政治的事件に関する判断と意見

政治的指向の対象

　・一般的客体としての政治システム

　・入力対象…政党、圧力団体など

　・出力対象…行政機構など

　・参加者としての自己

　→様々な国民に対してアンケート調査を行い、政治文化を類型化

政治文化の類型（１９６０年代）
	
	政治システム
	入力対象
	出力対象
	参加者としての自己

	未分化型
	０
	０
	０
	０

	臣民型
	１
	０
	１
	０

	参加型
	１
	１
	１
	１


（１は関心があることを、０は関心がないことを示す）

　・未分化型…４つの対象すべてに対しほとんど関心を持っていない、イタリアが典型

　・臣民型　…政治システム全体や出力には関心を持つ、入力対象に対する関心、参加する市民としての自己認識はない、ドイツが典型

　　　　　　　→入力、参加者といての自己への関心には積極性が必要

　・参加型　…自分の国の政治に対する深い知識を持ち、意見をもつ

　　　　　　　圧力団体について知っている、自身も参加している

　　　　　　　政策、行政機構にも注視

　　　　　　　主体意識がある

　　　　　　　典型はアメリカ

　・多くの国は純粋ではなく複数の類型が混合している

　・アーモンドとヴェーバが重視したのは、臣民型と参加型の混合

　→市民文化civil cultureと名付ける、イギリスが典型

　・市民文化を持つ国は安定性が高い

批判

　・政治文化が個々人の意見に還元されすぎている

　　→無意識の文化が存在する可能性、個々人の意見だけでは政治文化は捉えきれない

　・アメリカとイギリスを頂点とする近代化の発展段階に対応している（発展段階説）

　　→英、米はもっとも発達しているという認識が背景にある

　　→それぞれの国にはそれぞれの経路があり、政治的現実は多様

　レジュメ１２　３．権力

（１）代表的な権力観（阿部p5～p10）

権力の一般的な定義

　・AがBに対し、Bが望まないことをさせるとき、AはBに対して権力を持つ
①メリアム

権力の誕生

　・権力は、集団の統合現象であり、集団形成の必要性や有用性から生まれる

　　　例）古代社会で、橋を造ったり、堤防を作ったりするとき権力は生まれる

　・権力を生み出す要因

　　１．社会集団の緊張関係

　　２．パーソナリティーの諸類型…社会には様々なパーソナリティーを持つ人がいる

→一つの社会に適応させる必要

　　３．権力追求者や指導者…対立や紛争を調整、政治組織を形成する
権力の死

　・政治社会の基本的な機能（防衛など）の遂行に失敗したとき

　・集団間の不均衡が生じたとき

　・パーソナリティー間の調整が不全のとき

　　→社会変化に権力が対応できていない

権力の表

　・権力を心理的に補強し、安定させるもの

　　１．ミランダ

＝讃嘆されるべき様々なもの

　　　・大衆の情緒や感情に働きかける…非合理的

　　　　例）権力の威容を示す、国民の愛国心を高める

　　　　　　→国民は敬意を払い、服従するようになる

　　　　　　具体的には…記念日および記憶に残されるべき時代、公共の場所および記念碑的な道具立て、音楽と歌曲、旗・装飾品・彫像・制服などのデザイン、物語と歴史、念入りに仕組まれた儀式、行進・演説・音楽などをともなった大衆的示威行為
　　２．クレデンダ

　　　　＝信仰されるべき様々なもの

　　　・大衆の知性に訴えかける…合理的

　　　・３つの形態

ⅰ．政治権力は唯一神あるいは神々よって定立されたとする

　例）戦前の天皇制、王権神授説

ⅱ．政治権力は卓越したリーダーシップの最高度の表現である

ⅲ．政治権力は、何らかの形態の同意を通して表現された、多くの人々あるいは多数者の意思である

　　　例）現在の民主制

権力の裏

　・暴力性、残忍さ、偽善、汚職、硬直性など

権力の技術

　・社会の構成に対しての知識

　・政治的報酬や昇進をそれぞれの働きに応じて配分

　・明白なリーダーシップ

　・公共の利益の証明

　・正義と秩序の均衡

　・自己放棄と自己犠牲…権力者は利他主義でないと有効に命令できない

一方、被支配者にも自己犠牲は必要

→権力は大衆の自己犠牲を引き出す必要

国家の終わり

　・国民が、国は何をしてくれたのかと問うとき

②ラズウェル
価値の観点からの権力

　・権力関係＝ある行為の型に違反すれば、その結果重大な価値剥奪が期待されるような関係

　・価値の分類

　　　尊敬価値…権力、尊敬、道徳、感情

　　　福祉価値…健康、富、技能、知識

　・人間は多様な価値を追求→価値を手に入れるためには他人をコントロールする必要

→他人のコントロールの手段としても価値が必要

　・人間は価値の保有を基礎として、それを他人に与えたり、または他人から価値を奪って他人の行動をコントロールする

　　→ある価値（基底価値base value）を手段にして他の価値（scope value）を入手
　・8つの価値（尊敬価値と福祉価値）が基底価値になったり、目標価値になったりする

　　→8×8=64の形態がある

政治的人間

　・特に権力を優先的に追求する人

　・精神分析学を取り入れる→無意識の分野に注目

・p｝d｝r=P

　　・p：私的動機…成長過程の価値剥奪の補完　例）挫折

　　・d：公的目標への転移…例）政治家になると決心

　　・r：公的象徴によって合理化…公的象徴に最も多く用いられるのは公共の利益

　・政治的人間の3類型

　　・劇化型…他人からの注目・情緒的反応を求める→扇動家
　　・強迫型…細部にまでこだわる、人間関係が窮屈→官僚

　　・冷徹型…精神生活から感動が失われている→外交官、仲裁者

レジュメ１２

（１）代表的な権力観（阿部p10～p11）

③ダール

権力の定義＝他からの働きかけがなければ、aがしないであろうことをAがaに行わせることができたとき、Aはaに対して権力を持つ

数式省略（レジュメを見てください）

　・Mは権力の大きさ、（A,w）はAがwを行うこと、（A,ｗ）はAがwを行わないこと、（a,x）はaがxを行うこと、p(u/v)はvが起こったときuの起こる確率をあらわす

　・人と人との関係で権力を見る

現代の民主的社会における権力

　・古代→権力者は王、皇帝など

　・現代→一義的に明らかではない…人民、政治家、財界など

　・分析対象…Newhaven市

・ダールの結論…政治的資源（地位や人気など）の累積的不平等から非累積的・拡散的不平等へ

累積的不平等と非累積的・拡散的不平等

　累積的不平等


非累積的・拡散的不平等
	
	a
	b
	c

	X
	◎
	◎
	◎

	Y
	○
	○
	○

	Z
	・
	・
	・

	
	a
	b
	c

	X
	◎
	・
	○

	Y
	○
	◎
	・

	Z
	・
	○
	◎


　　　　　　
　・X、Y、Zは人、a、b、cは政治資源、◎＞○＞・の順に政治資源の量が減少
　・累積的不平等では、一部の人が政治資源を独占しているが、非累積的・拡散的不平等では、それぞれを見ると不平等だが、政治資源は拡散している

　・拡散的不平等の具体例

　　・公的機関に影響を及ぼす資源はすべての市民に分配されている

　　・ある資源で優位な人は他の資源についてはそうではない

　　・他の資源を支配するような強力な影響力をもつ資源は存在しない

　・個人・集団ともに影響力を持つ資源を全く欠いているものはいない

　　→多元的な社会

多元的な社会

　・多元的な社会集団がそれぞれ異なった範囲で限定された権力を分有、ある範囲においてはある社会集団が権力を持つが、他の範囲では異なる

・争点領域（政策分野）ごとに影響力の序列は異なる

　　↓

　多元主義pluralismの政治体制

ダールの影響力調査法

　・それぞれの政策決定をみる…誰が決定した案を提出したのか、廃棄された案を提出したのか、など

　・ダールは多元主義を理論化

　レジュメ１４

　（２）権力の様々な見方（様々な権力観）（阿部p13）

①実体的権力観と関係的（機能的）機能観　（丸山真男『現代政治の思想と行動』）

実体的権力観

　・権力を実体概念（形あるもの）としてみる

　・権力を人間あるいは人間集団が「所有」するものと見る立場、すなわち具体的な権力の諸形態の背後にいわば一定不変の権力そのものという実体があるという考え方

　・具体的な権力の実体

　　・物理的強制力（暴力）

　　・経済的強制力（財力）

　　・心理的強制力（魅力）

　・代表的論者…ラズウェル、マキャヴェリ、マルクス

　・問題点

・AがBに命令したとき

　　　→BがAの権力をいかに認識しているかによって、Bが従うかどうかが変わってくる

　　　→Aが軍事力を持っていてもBが経済力を重視していれば従わないことも、逆にAが何も持っていなくても、BがAを尊敬していれば従うことも起こりうる

　　　→権力を認識する側の主権的イメージ（価値のスケール）が重要

　　・権力は実態だけではとらえられない→関係に着目する必要

関係的（機能的）権力観

　・権力を関係（機能）概念として捉える

　・権力を具体的な状況における人間あるいは集団の相互作用において捉える考え方

　・AがBに命令したとき

　　・Bが従うかどうか見る必要

　　・Bが行動を変えて初めて、AがBに権力を持つといえる

・機能的といわれる所以…他人と行動を変えたかという機能をみること

・代表的論者…ダール

歴史的状況と二つの権力観の結びつき

　・体制が固定的で階級的あるいは社会的流動性が乏しい国ないし時代

　　→実体的権力観が優位

・政治関力の専制性・暴力性を強調する考え方が結びつく

　・政治権力による社会的価値の独占性が相対的に低く、コミュニケーションの諸形態が発達し、社会集団の自発的形成とその間（及び国家と諸社会集団の間）の複雑な相互牽制作用が活発に行われているような国ないし時代
　　→関係的（機能的権力観）が優位

　　・実体としての権力の存在が弱く、権力と人民の交流が必要

　　・立憲主義、自由民主主義のイデオロギーが結びつく

　　・立憲主義、自由民主主義の考え方が強い西ヨーロッパで発達

レジュメ１５

（２）権力の様々な見方（様々な権力観）（川崎p35~p40　佐々木p59~p63）

②一元的～三次元的権力観（ルークス）

一次元的権力観

　・多元主義者の権力観

　・現代の社会では権力は分散している→利益集団の活動に注目

　・利益集団の力が強いアメリカで発達

　・ある争点issueをめぐっての現実の（目に見える）紛争に注目

　　→そこでの決定作成において行使される権力を見る

　・ある争点をめぐってAとBが争い、その争いにおいてAの利益になる決定が行われると、Aに権力があるとされる。

　・争点をめぐって決定作成をする行動注目

　　→個人や集団の利益の間の観察可能な紛争を伴う

　　・ここでの利益とは、政治参加を通して示され、はっきりとした政策選好として捉えられるものをいう　（cf.二次元的権力観）
二次元的権力観

　・一次元的権力観ではとらえられないものをとらえようとする

　・ある争点が政策過程に浮上することを抑止する権力に注目

　・ある争点がAに利益がなく、Bに利益があるとき、その争点を浮上させないときAに権力がある

・潜在的争点の顕在化を阻止すること（＝非決定作成）をとらえようとする

　・諸利益の間の観察不能な紛争をもとにする

　　・ここでの利益とははっきりとした選好として捉えられる準政治的不満（＝争点になっていない水面下の不満）により示される利益のこと　（cf.一元的権力観）
ダールの権力分析に対する批判

　・ダールは、不満のある集団・個人は、それを政策決定にあげることができることを前提としている
　　→実際に争点になった事例しか見ていない

　・争点になる前に権力が行使されている可能性がある

→ダールの議論では捉えられない

　　→ダールの権力観は限界がある

非決定non-decisionの概念（Peter Bachrach,Morton Baratz）

　・争点の浮上を抑える

　・ある争点が取り上げられないように、決定作成の範囲を制限する

　　→決定作成者の挑戦を挫折させる

　・排除された人は苦情として利益・不満を表明

　・非決定作成を行った人と争点を上げようとした人の間で紛争がある
ルークスによるに二次元的権力観に対する批判

　・行動論にとらわれすぎている

　　…二次元的権力観でも争点の排除は個人の特定の決定（すなわち行動）によるとされている
　・排除は個人の決定だけでなく、集団の行動や制度上の慣行によることもある

　・二次元的権力観では、観察可能な紛争に着目して権力をとらえているが、観察可能な紛争が無くても権力が行使されている場合がある

　　　・A→Bと権力を行使するとき

　　　　・Aは自分の利益になるようにBの欲求を形成することを通じて、Bに対して権力行使ができる

　　　　→Bは不満をもたない

　　　　→紛争は観察不可能

三次元的権力観

　・人々の知覚・認識・選好を形成する権力に着目

　・潜在的争点も排除されている

　・紛争が観察できないところでも関力関係が存在する

　・伏在的紛争の存在

　　…権力を行使する人の利益とそれに従う人の真の利益の間の紛争、表出されず、意識もされない

　・主観的利益と真の利益が相反する

レジュメ１６

（２）権力の様々な見方（様々な権力観）

③ゼロ・サム的権力観と非ゼロ・サム的権力観（川崎p27~p32）

ゼロ・サム的権力観

　・権力を行使する側が行使される側から価値を剥奪する

　　例）AがBに権力を行使したとき、Aが10万円の利益を得、Bが十万円の不利益を被る

非ゼロ・サム的権力観

　・関わる人全員に価値を与える権力

非ゼロ・サム的関力観（パーソンズ）（佐々木p53）

機能論的社会システム論…社会は4つのサブシステムに分化しており、それぞれ別の機能を分担している
政治システム…集合的目標の達成goal attainment　例）防災、公共事業

→達成には権力を必要とする

経済システム…適応adoptation→富の析出

制度システム…統合integration→単位相互間の協力

文化システム…潜在latency→単位の行為の動機を規制

パーソンズの権力

　・集合的組織システムの諸単位による拘束的義務の遂行を確保する一般的能力

　・集合的目標を達成するために社旗の資源を動員する能力
　・一方における権力の増加が他方における低下を意味しない

　・権力の総量が増加するので全員の権力が増えることになる

貨幣とのアナロジー

　・経済システムにおける貨幣＝政治システムにおける権力

　・権力、貨幣ともに一般化された象徴媒体→特殊な場合でなく一般的に成り立つ

　・信用創造

　　・預金者が銀行を信頼しているために、実際現金以上の貨幣が作り出されること

　　　→預金者の信用がないと支払い準備の必要のために信用創造は行われない

　　・権力にも当てはまる

　　　→政府への国民の信頼があるために政府は実力以上の権力を利用できる

　　　・権力を行使するには税金を徴収する必要
→徴収は信頼に基づくが、徴収できないときは実力行使

→しかし、国民全体に実力行使することは不可能

→信頼があれば実力以上の権力を持つことになる

→権力の総量増加、非ゼロ・サム的

　　・　現金－実力

　　　　貨幣－権力　←一般化された象徴的媒体

非ゼロ・サム的権力観（ハンナ・アレント）（佐々木p41,52,57,58）
アレントの権力

　・人間が集まって一致した行動をすること、共に行動すること

　・権力は個人の所有物ではない。権力は集団に所属し、かつその集団が集団としてのまとまり持ち続ける限り、常に現れるものである。我々が誰かのことを「権力の座にいる」というとき、そこに実際に意味されているのは、彼が何人かの人々から彼らの代表者として行為する権利を付与されている、ということである

　・暴力は政治権力の延長ではなく、破綻である

　　→暴力では、説得と相互信頼に基づく人間の活動が破綻している

　・権力は人々の合意に基づいている→権力は集団の全体に貢献する

アレントの人間行為の三類型

　・労働labor …肉体の生物学的過程に対応する生命維持のための行為

→生物としての必要性から行われる

　・仕事work …理念を対象化して人工物の世界を形成する行為
　　　　　　　  ・耐久物を構築するような行為

・活動action…自然や事物と孤立して対峙するのではなく、複数の人々との関係性において成り立つ自発的行為

　　　　　　・常に集合的行為…複数の人々の協働

　　　　　　・自由な創造的行為

　　　　　　・政治のもっとも重要な必要条件

アレントの政治観
　・政治とは、自由・平等な市民がロゴス（理性・言論）を媒介して公共の事柄にかかわる集合的活動である

・理想は古代ギリシアのポリス

　　→近代ではworkがactionに代わって最大の価値を得る（産業化の段階）

　　→大衆消費社会ではlaborが最も重要になる

　　→人間の生命の維持と拡充が最高善となる

　　→しかし、work、laborが重視されると、個人は孤独化し、埋もれる

また、政治は技術的な管理業務となる

非ゼロ・サム的権力観の問題点

　・非ゼロ・サム的権力観は権力のゼロ・サム的な面を切り捨てている

　　→権力にはゼロ・サム的な面と非ゼロ・サム的な面がある

政治権力と一般的権力（佐々木p64）

　・政治権力の特徴

　　　①一時的でなく持続的…客観化、制度化されている

　　　②一定地域内の住民全員に服従を要求…一定領域内の物理的強制力を独占

　　　③正統性legitimacyの必要…支配の倫理的・道徳的正しさ

　　　④公共性…政治権力が正当性を持つのは公共性をもつため、公共性を実現する限り政治は正統とされる

レジュメ１７　４．権威と正統性
（１）権威authority（阿部p14）
 権威

　・一般的にある人に権威があると、その人言うことを他の人は進んで受け入れる

　　→強制・対価のために受け入れるのではない

　・少数者が多数者を支配できるのは、その少数者に権威があるとき

　・多数者が少数者に権力を委任するのは、その少数者に権威があるとき

権威の定義

　・現象そのもの…他人からの通信を、その内容を自分自身で検討せずに、しかし進んで受容する現象

・例）組織の中の上司と部下の関係など

　・受け手の認識…人々が必要と認める何らかの技術を行使する能力を持つ人物に対して、人々が与える尊敬

　・決定の権利・権限…一定の意思決定を行い、これによって集合体を拘束する正当化された権利

　・主体そのもの

権威主義

　・ある正統的権威が、自身を説明し、かつ論拠を提出するのを拒否すること

　・一つの領域でその権威を認められ獲得している人物や団体が、その権威を他のあらゆる領域まで広げようと試みること
レジュメ１８

（２）正統性legitimacy（佐々木p90~94、阿倍p14~16、川崎p32~35）

ウェーバー

　・正統性を人間の信念・信仰の面から捉える

　・正統性の信仰が支配の基礎

支配の諸類型

　・伝統的支配

　　・昔から妥当してきた伝統の神聖性と、これらの伝統によって権威を与えられた者との正当性に対する日常的信仰に基づいたもの

　　・支配が伝統に基づいているために正統化される

　　・古代社会や封建社会といった農耕社会に見られる

　　・決定は先例に基づく、支配者が自主的に行うものは少ない…自主的なものは逆に
支配を危うくする

　
・カリスマ的支配

　　・ある人と彼によって掲示されあるいは作られた諸秩序の神聖性・又は英雄的力・又は模範性、に対する非日常的な帰依に基づいたもの

　　・例）モーセ、ナポレオン、ヒトラー、毛沢東

・支配者が持つカリスマが正統性の根拠となっている支配

　　・支配者個人への信仰が基礎

　　・伝統的秩序を変革可能

　　・日常化すると伝統的支配または合法的支配に転ずる

　　・世襲化すると伝統的支配へ

　

・合法的支配

　　・制定された諸秩序の合法性と、これらの秩序によって支配の行使の任務を与えられた者の命令権の合法性とに対する、日常的信仰に基づいたもの

・支配が合法的であることが正統性の根拠となっている支配

　　・支配者の人格に服従しているわけではない

　　・法というルールに基づいているので従っている

　　・近代・現代に特有…人間関係が明示的なルールで予測可能

　　・支配者も法的秩序に拘束される

　　・典型は官僚制的行政幹部による支配

近代官僚制

　・近代官僚制≠家産官僚制←君主の財産

　・行政手段は職員の私有物ではない

　・官職は売買できない

ウェーバーの正統性の問題点

　・信念・信仰が正統性の根拠
　・経験的→現実の安定性を見て正統性をとらえる

・どのような支配が客観的に正しいかの基準がない、規範的な面がない
　　→国民が正しいと信じれば正統性を得る

　レジュメ１９

（２）権威と正統性

ハーバーマス（佐々木p95~p100）

　・規範的観点から正統性をとらえる

　・コミュニケーションを通じた理性的合意を必要とする

後期資本主義

　・自由主義的資本主義（19世紀）

　　・市場メカニズムが社会の均衡を保障

　　・正統性の根拠…国家が市場原理を保障すること

　　　　↓

　・後期資本主義（20世紀）

　　・寡占化が進む

　　・市場原理の欠陥が明らかに←国家の介入

　　・正統性の根拠…介入によるシステム管理　　　システム統合
　　　　　　　　　　市場原理の機能障害を除く

システム統合と社会統合

　・システム統合

　　・人間も自然やものと同じようにコントロールしようとする

　　・国家・政府が社会を統合しようとする

　・社会統合

　　・メンバー相互のコミュニケーション的行為によって行われる

　　・人間は意味付け、妥当性を求める

→コミュニケーションを通して妥当な合意を作り上げる

　・現代社会は複雑

→危機が起こるとシステム統合は機能不全に

→一方、国民の政府に対する要求・期待は増加

→政府は応えられない

→国民の不満がたまる

生活社会の植民地化

　・管理行政・法制化が市民の自由な行為の領域を覆い尽くす
　　→コミュニケーションが排除され、それによって成り立つ社会統合を脅かす

　　→システム統合と社会統合が矛盾

社会統合の欠如

　・構成員間の合意の基礎がなくなる

→正統性の危機…動機付け（社会の価値・規範を内面化すること）の危機と連動

　・正統性を回復するには社会の構成員による実践的討論が必要

　・正統性の回復は、システム統合ではなく、社会統合によってなされるべき

　・コミュニケーションによって妥当な規範に対する理性的な合意を作り上げる必要

　　→正統性をもった秩序の形成

　　→規範的な正統性の基準

ハンチントン（阿部p198）

　・ハーバーマスと逆の立場

　・人々の合意を形成するのではなく、権威の増大によって対応しようとする

統治機能の危機

　・1960年代以降、アメリカでは政治参加が拡大

　　→政府の機能が拡大、活発化、赤字の増加

　　→一方政府の権威は減少

　　　・inputに関する諸制度 …衰退

　　　・outputに関する諸制度…活発　政府が応えられない、過重負担demand overall

→統治機能の危機

　・直接原因…民主制の拡大←前提にはアメリカ的価値観の復活、高等教育など

　　→回復するには民主主義における節度・自己規制が必要

　　　・専門能力が必要な分野＝民主主義の範囲でない分野もある

　　　・無関心も必要
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